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　分析哲学的アプローチにより、「知識とは何か」・「知識は客
観的なものでありうるのか」・「どのようなときに知識は共有
されるのか」等の問題を考察しています。それらの研究領域
において現在特に関心のある問題は、大きく分けて三つあり
ます。一つ目は、知覚的経験がわれわれを欺くことがあるに
もかかわらず、われわれが客観的な知識を得ることができる
と考えるためには、知覚的経験についてどのように考えなけ
ればならないかという問題です。それは、知識に対する懐疑

　非会員にも公開される学会の大会（日本哲学会・日本科学
哲学会・科学基礎論学会等）に於ける発表、web 上で閲覧可
能な雑誌への論文掲載、啓蒙的図書への寄稿等によって、研
究成果を社会に発信しています。また、非会員にも公開され
る学会の大会の個人発表において司会を務めること、本務校
以外で講義をすること等によって、複雑になってくる現代社
会において重要となる、哲学的・論理的なものの考え方を普
及することによって、社会に貢献しています。

　皆さんは、哲学的な視点からの研究と聞くと、それは、抽
象的で、われわれの日常生活には何の関係もないのではない
かと思うかも知れません。しかし、そのようなことはありま
せん。知識の定義・知識の客観性・知識の共有の問題は、わ
れわれの日常生活とも関係のある問題です。また、図書館情
報学は知識を扱う学問であり、知識に関して哲学的な視点で
考えることは、図書館情報学とも密接に関係しています。興
味を持っていただけると幸いです。
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論にどう答えるかという問題とも関係しています。二つ目は、
科学的世界観と常識的世界観の両方を受け入れることのでき
るような存在論はどのようなものなのかを考えるという問題
です。それに関しては、近年亡くなったアメリカの哲学者で
あるパトナムの思想の検討を手掛かりに考えています。三つ
目は、そのような知識や存在についてのさまざまな考えと図
書館情報学の関係を考察することです。これらの諸問題につ
いて現在研究しています。
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